
　GW 中にこの原稿を書いています．“五月病”という言葉
は 1960 年代に使われ始めたようですが，もちろん正式な
病名ではありません．学校や会社に行きたくない，なんと
なく体調が悪い，授業や仕事にやる気が出ないなどの状態
を総称して呼ばれています．特に大型連休や夏休み明けな
どに起こりやすく，また近年では“6 月病”も増えている
ので，5 月に限ったことではなくなっています．医学的に
は，適応障害，うつ病，パーソナリティー障害，発達障
害，パニック障害，不眠症などと診断され，その対策もさ
まざまです．
　一方，内閣府の発表によると 40～64 歳の中高年の引き
こもりが 61 万人，実際には 100 万人を超えているとも推
測され，青少年・若年層を上回る驚きの調査結果となりま
した．今回あらためて“8050 問題”が浮き彫りとなり，
深刻な社会問題となっています．このように精神疾患や心
の問題は，これまで科学的なアプローチや研究，対策が遅
れていた分野といえます．
　そこで今月表紙のピックアップは，「病気のはなし」で

「うつ病，双極性障害」を取り上げました．両者の違い
や，WHO の ICD-10 や米国精神医学会（APA）の DSM-5
の位置付け，国家試験にも出題されたことがある光トポグ
ラフィー（NIRS）の有用性などが示されています．また，
関連する内容として，「フォーカス」では「認知症にかか
わる認定制度に関して」が掲載されています．これらの領
域の検査法，治療法がさらに進み，他の病気と同様に早期
発見・早期治療が可能となることが，今後の日本を救う道
になるかもしれません．
　他にも「トピックス」「疾患と検査値の推移」「技術講座」

「臨床検査のピットフォール」など充実した内容が掲載さ
れています．ぜひ，ご意見ご感想をお送りください． 
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編集室より
　お客さんの乗車・降車時にはニコニコ笑顔で明るく挨
拶，走行中も安全を守るための声がけも欠かさない，そ
んなバスの運転手さんに出会いました．彼の人柄がにじ
み出るような，心のこもった声がけに，ほっこりとした
気持ちになりました．バスの中という意外な場所，駅ま
での限られた時間でも，人にこんなに感動を与えられる
ものなのだとしみじみと感じています．� （M）

病気のはなし
パーキンソン病 �  西川典子
技術講座
輸血：輸血検査における異常反応時の対応 

─日直当直時の不安解消のために �  加藤正輝
生化学：シリーズ　生化学検査の基本・1 

脂質検査 �  佐藤　亮，他
トピックス
3D オルガノイドが拓く新ゲノム医療時代 �  加藤容崇
遺伝性腫瘍 �  水上　都，他
フォーカス
CKD-MBD（慢性腎臓病に伴う骨・ミネラル代謝 

異常） �  後藤俊介
造血器腫瘍の病型決定に必要な染色体・遺伝子異常 

 �  佐藤悦子
疾患と検査値の推移
副甲状腺機能亢進症・低下症 �  宮﨑直子
アーチファクト
呼吸機能検査②
息漏れによる影響 �  佐野成雄
臨床医からの質問に答える
共用基準範囲を用いて検査結果を説明するときの 

注意点を教えてください �  下澤達雄
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